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自立援助ホーム「みらい」です。開所４年を過ぎようとしている今、法人設立の基幹的事業として位置づけられた  

「自立援助ホーム」「子どもシェルター」、いわゆる入居型の支援について今一度その役割や将来像を考えてみたいと思 

います。本事業は「義務教育終了後から 20 歳未満まで（大学等に進学している児童は 22 歳の年度まで）の児童を対 

象」とするものであり、その中でも当ホームは「男子」を対象にしています。  

開設４年。のべ６名の方が自立援助ホームに入居し、４名の方がシェルターを利用されました。数字だけ見ると少な

いのですが…。ご縁のある少年たちはみないずれも１０数年生きてきた、いや生き抜いてきたと言える少年ばかり…。 

虐待、貧困、少年犯罪等々、社会的養護（家族に替わって社会が子どもたちを養育する仕組み⇒児童養護施設や里親制

度等に代表されるものです）に突き付けられる問題は非常に大きく～４年前、ホームは少年同士の喧嘩からスタート。 

血だらけになった少年を連れて病院へ。「 自分をわかってくれない」と叫ぶ少年。人とヒトの間にある気持ちや言葉の

やり取りが不足している（そんな経験が十分に満たされていない－「愛着」といわれるもの）～それは少年たちの責任

ではありません。幼くして家族と別れ、または家族内での生活が適切でないと判断され、望んだわけでもないのにあち

こち行かされる…。まさしく「生き抜いてきた」少年たちがここにいます。  

そのような少年たちに「児童福祉最後の制度」として自立援助ホームは存在します。少年たちのサポーターとして弁 

護士がひとりひとりに担当として寄り添い（コタン弁護士）、社会が就労に向けた受け容れや体験を実施してくれる（協 

力事業体）、地域が少年たちにかかわりの愛情を投げてくださる、企業や会員の皆様方があたたかい志を寄せてくださ 

る…そんなみなさまのおかげで、当ホームは毎日にぎやかにあたたかく、「 暮らすコト」の  

価値を確かめながら歩んできました。シェルターを利用した少年たちはそれぞれが新しい  

居場所を見つけて生活しています。自立援助ホームを退居した少年たちは未だ困難を抱え  

ながらもそれぞれがそれぞれ。中には通信制の高校を卒業した！という嬉しい知らせも。  

そして、この度入居中の少年が正社員に内定。退居をめざし、みんな少しずつ自分の一歩 

で歩み始めています。 （実は 20 歳を目前に少々焦りながら…なのです） 

このホーム。なんとかもっとゆるーく（制度に関係なく）多様に、「 暮らすコト」ができ 

ないものかと画策中。「いくつになっても、いくつであっても、こまったらちょいと暮らす」  

そんな風になんねーかなーと。そんでもって、支援者とかじゃなく「お互いに暮らしあう」  

それがいんじゃねーのーと。さらにさらに、そこは社会とか地域とか技ある大人とかいっぱい 

いるんだけどなーと。みなさん。どー思います？共生社会って何ですかねー。  

そんなことを日々考えながら…５年目に間もなく突入！今後ともよろしくお願いいたします                                             

特定非営利活動法人 
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おおいた子ども支援ネット 

事務局 

桃の節句も過ぎ、すっかり春めいてまいりました。 

皆様、いかがお過ごしでしょうか？ 

「にじいろはーと」の発刊が遅れてしまい大変申し訳ありません。 

当法人は５周年を目前に全力疾走しております。 

これまで、本当に多くのみなさま方の善意や子ども達の笑顔に支えられ、心より感謝しております。 

本号は、今年度の各事業の締めくくり及び新採用職員（遅くなりましたが）をメインに取り上げます。 
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放課後等デイサービス 

ǑǑǋǦ ᾜ₴ ֻ  

２月２８日に開催された平成３０年度中央講演会。北海道から社会福祉法人麦の子会

の北川聡子先生をお招きし、『すべての子どもたちが安心して暮らせる地域であるため

に―子育て・障害福祉・発達支援・児童福祉・保育・教育の垣根を越えた連携―』とい

う演題でご講演いただきました。 

社会福祉法人麦の子会は、障がいを抱えた子どもたちや、そのご家族に対する保育や

発達支援を皮切りに、その子どもや家族が豊かに暮らしていけるように「制度や分野

の壁を越えた」事業を展開されています。 

今回の講演では、麦の子会の子ども達のお父さん２名にもご登壇いただき、お父さん

方の生の声を聴かせていただきました。 

 

会場には、宣伝期間が短かったにもかかわらず、約２５０名の多くの方が足を運んで

くれました。 

アンケートには「お父さん達の生の声が聞けて、とても良かった。」「みんなで支え、

皆で育てていくこと、仲間と繋がることで、孤立し１人で抱え込む家庭や親がいなく

なり、子どもとしっかりと向き合い、一緒に育てていけるのだと感じた。」など、多く

の声をいただきました。 

たくさんの方のご参加、本当にありがとうございました。 

 

 

平成３０年度 中央講演会 
ONESTOP 

今年もさまざまな体験を通して、子どもたちの成長を感じられた１年となり

ました。 

ご家族はもちろん、学校との連携をさせていただきながら、職員一丸となっ

て、子どもたちの利益となるための支援してまいりました。 
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職員紹介 

当法人の新しい仲間として加わった職員の方々を紹介します！ 

まずは、昨年４月から新採用職員として活躍してくれている方々をご紹介☆ 

インタビュー内容は、『こども支援への想い』『一年を振り返って』『来年度に向け

た抱負』というテーマです。（なぜか年度末の紹介でごめんなさい！！） 

本号では紹介しきれないので、次号に引き続きます！おたのしみに。 
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○ご意見・お問い合わせ等 

おおいた子ども支援ネット事務局 

☎ （097）507- 5417（FAXも同じ） 

Mail ：oita - kodomosien777@oct- net.ne.jp  

＊HP・facebook でも情報発信しています 

mailto:oita-kodomosien777@oct-net.ne.jp

